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は
じ
め
に

問
題
の
所
在

　
本
稿
は
、
二
〇
一
三
年
六
月
二
二
日
に
開
催
さ
れ
た
立
教
大
学
史

学
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
発
表
内
容
に
加
え
て
、
コ
メ
ン
ト
お
よ

び
質
疑
応
答
で
出
て
き
た
議
論
を
踏
ま
え
、
独
立
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に

お
け
る
自
国
史「
創
造
」の
一
例
と
そ
の「
創
造
」の
背
景
お
よ
び「
大

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
思
想
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
（
１
）
。

　　
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
国
民

国
家
が
誕
生
し
た
。
そ
れ
ら
新
興
諸
国
で
は
、
新
た
に
誕
生
し
た
国

民
の
統
一
を
図
る
た
め
に
、「
過
去
」
の
共
有
す
な
わ
ち
自
国
史
の

編
纂
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま

た
、
そ
の
編
纂
の
過
程
で
は
神
話
、
伝
承
、
伝
統
と
い
っ
た
要
素
を

利
用
し
て
、
自
国
史
の
正
当
性
を
証
明
し
よ
う
と
す
る
試
み
も
な
さ

れ
て
き
た
。
一
九
一
七
年
一
二
月
六
日
に
ロ
シ
ア
か
ら
の
独
立
を
宣

言
し
、
共
和
国
と
し
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

も
例
外
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
、
そ
の
独
立
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
い

て
登
場
し
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
歴
史
学
界
の
み
な
ら
ず
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
社
会
に
お
い
て
も
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
代
表
的
な
自
国
史
を

取
り
上
げ
、そ
の
自
国
史
像
が
「
創
造
」
さ
れ
た
背
景
を
考
察
す
る
。

　
な
か
で
も
、
両
大
戦
間
期
に
お
け
る
特
徴
的
な
自
国
史
像
を
掲

げ
た
歴
史
学
者
ヤ
ル
マ
リ
・
ヤ
ー
ッ
コ
ラ( Jalm

ari Jaakkola 

一
八
八
五
〜
一
九
六
四)

の
著
作
を
取
り
上
げ
る
。
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
は
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
中
世
史
を
専
門
と
し
、
一
九
二
三
年
に
ヘ
ル
シ
ン
キ

大
学
史
学
科
の
北
欧
史
担
当
の
講
師
に
就
任
し
、
一
九
三
二
年
に
は

同
学
科
の
教
授
に
任
命
さ
れ
、
新
し
く
設
置
さ
れ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

史
の
講
座
を
担
当
し
た
経
歴
を
持
つ
歴
史
学
者
で
あ
る
。そ
も
そ
も
、

報
告
一

独
立
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
自
国
史
の
「
創
造
」

石
　
野
　
裕
　
子
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ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
で
は
一
九
三
二
年
以
前
ま
で
は
独
立
し
た
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
史
の
講
座
を
設
置
し
て
お
ら
ず
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
史
は
ロ
シ

ア
史
及
び
北
欧
史
の
講
座
内
で
ロ
シ
ア
史
、
あ
る
い
は
北
欧
史
の
一

部
と
し
て
教
え
ら
れ
て
い
た（

（
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
一
九
三
二
年
の
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
史
の
講
座
設
置
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
歴
史
学
界
に
お
け
る

重
要
な
転
機
で
あ
り
、
独
立
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
自
国
史
確
立

に
向
け
た
体
制
が
よ
う
や
く
整
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
そ
の
自
国
史
確
立
の
先
導
役
を
担
っ
た
と
も
い
え
る
ヤ
ー
ッ
コ
ラ

は
、む
ろ
ん
当
時
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
代
表
す
る
歴
史
学
者
で
あ
り
、

彼
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
歴
史
学
界
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
大
き
い
も
の

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
彼
の
名
声
は
消
え
去

り
、
現
在
で
は
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
は
「
極
端
な
歴
史
学
者
」
と
い
う
レ
ッ

テ
ル
が
貼
ら
れ
て
し
ま
い
、
彼
の
業
績
は
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
彼
が
描
い
た
自
国
史
像
が
あ
ま
り
に
も
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
色
が
強
い
と
さ
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
の
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
の
歴
史
学
界
で
は
無
視
さ
れ
続
け
て
き
た
か
ら
で
あ
る（

（
（

。
そ
の

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
色
と
は
、「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
思
想
と
の
関
係
を

指
す
。

　「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
思
想
と
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
領
を
拡
張
す

る
た
め
に
ロ
シ
ア
・
カ
レ
リ
ア
か
ら
エ
ス
ト
ニ
ア
ま
で
を
含
む
領
土

獲
得
を
意
図
し
た
膨
張
論
で
あ
り
、
特
に
ロ
シ
ア
・
カ
レ
リ
ア
を
対

象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
思
想

は
、
使
用
言
語
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
一
部
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

人
知
識
人
が
抱
い
た
カ
レ
リ
ア
人
へ
の
近
親
民
族
意
識
が
出
発
点
で

あ
り
、
一
八
世
紀
以
来
存
在
し
て
き
た
思
想
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

独
立
を
契
機
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
思
想

は
カ
レ
リ
ア
人
が
主
に
居
住
す
る
と
さ
れ
た
ロ
シ
ア
・
カ
レ
リ
ア
併

合
と
い
う
目
標
が
掲
げ
ら
れ
、「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
実
現
を
求
め

る
運
動
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
社
会
に
お
い
て
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
よ

う
に
な
り
、第
二
次
世
界
大
戦
期
に
は
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
政
府
が
「
大

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
実
現
の
た
め
の
軍
事
活
動
ま
で
を
起
こ
す
に
至
っ

た
の
で
あ
る
。
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
が
描
い
た
自
国
史
像
は
、
そ
の
よ
う
な

「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
思
想
と
重
な
る
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
「
大

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
の
正
統
性
を
裏
付
け
る
史
料
と
し
て
も
利
用
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
が
描
い
た
自
国
史
に
注
目
し
、
ど
の
よ

う
な
学
術
的
、
社
会
的
背
景
の
も
と
、
特
徴
的
な
自
国
史
が
「
創
造
」

さ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
始
め
に
ど
の

よ
う
な
自
国
史
を
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
が
描
い
た
の
か
を
示
す
た
め
に
彼
の

歴
史
観
の
特
徴
を
挙
げ
、
次
に
そ
れ
ら
の
特
徴
が
ど
の
よ
う
な
学
術

的
、
社
会
的
あ
る
い
は
政
治
的
背
景
を
有
し
て
い
る
の
か
を
考
察
す

る
。
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ヤ
ー
ッ
コ
ラ
が
「
創
造
」
し
た
自
国
史
像

（
一
）
歴
史
史
料
と
し
て
の
カ
レ
ワ
ラ
叙
事
詩

ヤ
ー
ッ
コ
ラ
が
描
い
た
自
国
史
の
特
徴
は
、
一
九
五
四
年
に
ヘ
ル

シ
ン
キ
大
学
を
定
年
退
職
す
る
際
に
彼
が
述
べ
た
「
ヴ
ァ
イ
ナ
モ
イ

ネ
ン
か
ら
ス
ヴ
ィ
ン
フ
ッ
ヴ
ド
ま
で
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
史
を
書
く
こ

と
が
夢
で
あ
る（

（
（

」
と
い
う
言
葉
に
集
約
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
ヴ
ァ
イ
ナ

モ
イ
ネ
ン
と
は
、
叙
事
詩
『
カ
レ
ワ
ラ
』
に
登
場
す
る
、
生
ま
れ
た

時
か
ら
老
人
で
あ
っ
た
魔
法
使
い
の
主
人
公
で
あ
り
、
ス
ヴ
ィ
ン
フ

ッ
ヴ
ド
は
独
立
時
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
初
代
摂
政
で
あ
る
。
こ
の
言
葉

は
冗
談
め
か
し
て
述
べ
た
と
さ
れ
る
が
、
実
際
、
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
が
著

し
た
自
国
史
に
は
、
叙
事
詩
『
カ
レ
ワ
ラ
』
の
原
詩
で
あ
る
カ
レ
ワ

ラ
叙
事
詩
が
歴
史
史
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
大
き
な
特
徴

と
な
っ
て
お
り
、
彼
の
歴
史
学
者
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
も
カ
レ
ワ
ラ

叙
事
詩
の
歴
史
的
解
釈
の
研
究
が
出
発
点
と
な
っ
て
い
る
。

　『
カ
レ
ワ
ラ
』
と
は
、
一
八
三
五
年
に
医
師
エ
リ
ア
ス
・
ロ
ン
ル

ー
ト
が
カ
レ
リ
ア
地
方
を
中
心
に
口
承
で
詠
わ
れ
て
き
た
叙
事
詩
を

採
集
し
、文
字
化
し
た
も
の
で
あ
る（
一
八
四
九
年
に
新
版
が
刊
行
）。

ヤ
ー
ッ
コ
ラ
が
叙
事
詩
『
カ
レ
ワ
ラ
』
を
歴
史
史
料
と
し
て
持
ち
出

し
た
こ
と
は
一
見
奇
妙
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、『
カ
レ
ワ
ラ
』

は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
の
民
族
的
起
源
の
追
究
の
中
か
ら
誕
生
し
た
叙

事
詩
で
あ
り
、
カ
レ
ワ
ラ
と
歴
史
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
こ
と
自

体
は
当
時
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
知
識
人
ら
の
考
え
か
ら
大
き
く
逸
脱

す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
例
え
ば
、
ロ
シ
ア
統
治
時
代
初
期
の
代
表
的
な
知
識
人
で
あ
り
、

ト
ゥ
ル
ク
・
ロ
マ
ン
主
義
運
動
と
呼
ば
れ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
文
化

運
動
の
中
心
的
人
物
で
あ
っ
た
A
・
I
・
ア
ル
ヴ
ィ
ド
ソ
ン
は
、
民

俗
詩
を
民
族
の
起
源
と
歴
史
的
発
展
を
結
ぶ
大
事
な
要
素
と
み
な
し

て
そ
の
採
集
に
力
を
注
い
だ（

（
（

。
ト
ゥ
ル
ク
・
ロ
マ
ン
主
義
後
に
花
開

き
、
そ
の
伝
統
を
受
け
継
い
だ
ヘ
ル
シ
ン
キ
・
ロ
マ
ン
主
義
運
動
に

お
い
て
も
、
民
俗
詩
の
採
集
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
過
程
で

編
纂
さ
れ
た
の
が
、
叙
事
詩
『
カ
レ
ワ
ラ
』
で
あ
っ
た
。
編
者
の
ロ

ン
ル
ー
ト
自
身
、
古
代
の
祖
先
の
生
活
様
式
を
叙
事
詩
に
見
出
そ
う

と
し
、
ま
た
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
民
族
の
歴
史
も
反
映
さ
れ
て
い
る
と

考
え
た
の
は
知
ら
れ
て
い
る
。『
カ
レ
ワ
ラ
』
刊
行
以
降
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
で
は
民
俗
学
が
発
展
し
た
が
、
そ
こ
で
も
『
カ
レ
ワ
ラ
』
編

纂
以
前
の
カ
レ
ワ
ラ
叙
事
詩
の
歴
史
的
起
源
に
つ
い
て
の
議
論
が
し

ば
し
ば
起
こ
っ
て
お
り
、
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
の
研
究
も
そ
う
い
っ
た
民
俗

学
の
潮
流
に
影
響
を
受
け
た
と
い
え
る
。

　
一
九
二
三
年
に
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
史
学
科
講
師
に
就
任
し
た
ヤ
ー

ッ
コ
ラ
は
、
同
年
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
文
学
協
会
で
「
カ
レ
ワ
ラ
英
雄

叙
事
詩
の
歴
史
的
起
源
に
つ
い
て
」
を
発
表
す
る
。
こ
の
発
表
で
、

ヤ
ー
ッ
コ
ラ
は
故
郷
サ
タ
ク
ン
タ
地
方
の
地
名
と
家
族
名
に
カ
レ
ワ

ラ
に
登
場
す
る
英
雄
名
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
彼
ら
は
実
際
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に
こ
の
地
に
居
住
し
、
そ
こ
か
ら
遠
征
し
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を

主
張
し
た（

（
（

。
こ
こ
で
の
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
の
主
張
は
、
カ
レ
ワ
ラ
叙
事
詩

そ
の
も
の
を
一
つ
の
歴
史
史
料
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
主
張

で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
の
カ
レ
ワ
ラ
解
釈
は
、
従
来
の

カ
レ
ワ
ラ
解
釈
の
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
加
え
て
新
た
な
歴
史
解

釈
を
行
っ
た
点
に
特
徴
を
見
出
せ
る
。

　
こ
の
発
表
以
降
、
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
は
、
カ
レ
ワ
ラ
叙
事
詩
を
一
つ
の

歴
史
史
料
と
し
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
古
代
史
研
究
に
活
用
し
て
い
く
。

そ
の
代
表
的
研
究
が
、
一
九
三
五
年
に
出
版
さ
れ
た
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
初

の
単
著
で
あ
る
『
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
古
代
史
―
―
部
族
の
時
代
と
「
カ

レ
ワ
ラ
文
化
」』
で
あ
る
。
同
書
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
史
叢
書
の
第
二

巻
に
あ
た
る
も
の
で
、
ま
た
カ
レ
ワ
ラ
出
版
百
周
年
に
あ
わ
せ
て
出

版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。同
書
で
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
は
、言
語
学
、考
古
学
、

地
名
学
の
手
法
を
用
い
、
従
来
考
古
学
の
分
野
で
し
か
研
究
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
古
代
史
（
八
〇
〇
〜
一
一
〇
〇
）」

の
存
在
を
指
摘
し
、
同
時
代
を
、
優
れ
た
文
化
を
有
し
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
の
独
立
性
が
見
ら
れ
る
と
主
張
し
た（

（
（

。
そ
の
歴
史
史
料
と
し
て

使
用
し
た
の
が
、
カ
レ
ワ
ラ
叙
事
詩
お
よ
び
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
伝
承

さ
れ
て
き
た
口
承
詩
で
あ
っ
た
。

　
同
書
は
あ
く
ま
で
研
究
書
の
位
置
づ
け
に
あ
り
、
対
象
時
期
は
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
古
代
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ヤ
ー
ッ
コ
ラ

は
そ
の
後
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
古
代
に
引
き
続
き
、
そ
れ
以
降
の
時
代

に
お
け
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
独
自
性
を
主
張
す
る
研
究
を
続
け
た
。

そ
の
集
大
成
と
も
い
え
る
も
の
が
一
九
四
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
『
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
史
の
概
説
』
で
あ
る
。

　『
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
史
の
概
説
』
は
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
史
学
科
の

基
礎
教
科
書
と
し
て
も
使
用
さ
れ
た
本
で
あ
る
が
、
一
九
四
二
年
に

第
三
版
が
発
行
さ
れ
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
も
な
っ
た
よ
う
に
、
一
般

読
者
に
も
読
ま
れ
た
本
で
あ
り
、
注
も
な
く
、
全
二
〇
三
頁
と
簡
潔

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。 

　
同
書
が
扱
う
時
代
は
、「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
古
代
（
八
〇
〇
〜

一
一
〇
〇
）」
か
ら
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
独
立
を
経
て
、
一
九
四
〇
年
の

現
状
に
至
る
ま
で
の
時
代
で
あ
り
、
同
書
は
ま
さ
し
く
ヤ
ー
ッ
コ
ラ

が
描
い
た
自
国
史
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

　
同
書
は
、
全
一
六
章
の
う
ち
、「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
古
代
」
の
叙
述

に
五
章
を
割
き
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
古
代
に
お
い
て
す
で
に
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
が
独
自
性
を
有
し
、
か
つ
独
立
性
を
有
し
た
地
域
で
あ
っ
た
こ

と
を
強
調
す
る
。

　
同
書
で
の
カ
レ
ワ
ラ
叙
事
詩
に
関
す
る
主
張
は
、
以
下
に
ま
と
め

ら
れ
る
。
カ
レ
ワ
ラ
叙
事
詩
の
発
生
地
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
南
西
部
に

位
置
す
る
サ
タ
ク
ン
タ
地
方
で
あ
り
、
そ
の
地
は
古
代
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
の
「
関
心
圏
す
な
わ
ち
利
益
圏
」
で
あ
り
、農
業
地
域
で
も
あ
り
、

豊
か
な
漁
業
地
域
で
も
あ
っ
た
。
詩
は
、同
地
か
ら
東
へ
と
移
動
し
、

一
方
で
は
北
の
沿
岸
を
通
っ
て
ロ
シ
ア
・
カ
レ
リ
ア
へ
と
移
動
し
、
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定
着
し
た
。
カ
レ
ワ
ラ
の
内
容
は
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
時
代
の
史
実
と
重

な
る
た
め
、
歴
史
史
料
と
し
て
の
価
値
が
存
在
す
る（

（
（

。

　
次
に
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
は
、
カ
レ
ワ
ラ
は
部
族
の
詩
で
あ
る
の
か
、
そ

れ
と
も
歴
史
的
な
詩
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
い
を
立
て
、
そ
れ
に
対

し
て
カ
レ
ワ
ラ
に
は
そ
の
両
方
の
側
面
が
存
在
す
る
が
、
前
者
は
主

に
カ
レ
リ
ア
人
の
視
点
だ
け
で
説
明
さ
れ
て
き
た
と
指
摘
し
、
後
者

の
歴
史
的
な
詩
の
意
味
を
よ
り
強
調
す
る（

（
（

。
そ
の
際
、
ヤ
ー
ッ
コ
ラ

は
、
カ
レ
ワ
ラ
英
雄
詩
は
強
力
な
「
歴
史
的
接
触
」
と
そ
れ
ら
が
創

造
し
た
「
関
心
圏
す
な
わ
ち
利
益
圏
」
に
起
因
す
る
と
い
う
表
現
を

し
、
カ
レ
ワ
ラ
と
史
実
と
の
関
係
を
指
摘
す
る（
（1
（

。
そ
の
「
歴
史
的
接

触
」と
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
接
触
を
指
し
、「
関
心
す
な
わ
ち
利
益
圏
」

と
は
サ
タ
ク
ン
タ
地
方
を
指
す
が
、
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
は
以
下
の
よ
う
に

説
明
す
る
。

ま
ず
、
海
〔
バ
ル
ト
海
〕
で
展
開
さ
れ
た
世
界
史
が
発
展
す
る

八
〇
〇
年
か
ら
一
一
〇
〇
年
の
間
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
輪
郭
が
は
っ

き
り
と
し
、
そ
の
外
的
な
影
響
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
内
部
の
発
展
、
す

な
わ
ち
古
代
農
業
地
域
の
形
成
に
つ
な
が
っ
た（
（1
（

。
そ
の
農
業
地
域
と

は
、（
南
西
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
）
ト
ゥ
ル
ク
地
域
の
カ
ラ
ン
テ
ィ
及

び
上
サ
タ
ク
ン
タ（
（1
（

で
あ
る（
（1
（

。
ま
た
、
貿
易
関
係
及
び
コ
ケ
マ
キ
川（
（1
（

の

豊
か
な
漁
業
を
基
盤
と
し
た
こ
れ
ら
の
地
域
を
古
代
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
「
狩
猟
圏
」
と
位
置
づ
け
る（
（1
（

。
さ
ら
に
北
方
へ
の
商
業
路
が
開
通

す
る
と
、
こ
の
地
域
は
古
代
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
「
関
心
圏
す

な
わ
ち
利
益
圏
」
に
な
る
が
、
そ
の
証
拠
と
し
て
古
代
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
の
海
の
詩
、
農
業
の
詩
、
そ
し
て
カ
レ
ワ
ラ
を
中
心
と
し
た
英
雄

詩
に
こ
の
地
域
の
描
写
が
見
ら
れ
る（
（1
（

。
以
上
の
よ
う
に
、
ヤ
ー
ッ
コ

ラ
は
カ
レ
ワ
ラ
を
始
め
と
す
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
詩
で
の
描
写
及
び
詩

の
移
動
経
路
を
歴
史
的
証
拠
と
し
て
、
古
代
に
お
け
る
同
地
域
の
特

殊
性
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
は
カ
レ
ワ
ラ
の
詩
を
史
実
と
照
ら
し
合
わ

せ
、
カ
レ
ワ
ラ
が
創
造
さ
れ
た
時
代
を
推
測
す
る
。
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
に

よ
る
と
、
古
代
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
海
を
描
写
す
る
詩
と
し
て
カ
レ
ワ

ラ
の
登
場
人
物
の
一
人
で
あ
る
レ
ン
ミ
ン
カ
イ
ネ
ン
に
関
す
る
詩
を

挙
げ
、
そ
れ
ら
に
は
「
キ
リ
ス
ト
教
時
代
」
を
示
す
も
の
は
何
も
な

い（
（1
（

。
反
対
に
、
例
え
ば
カ
レ
ワ
ラ
の
偽
の
金
の
娘
の
鋳
造
話
と
英
雄

ス
タ
ル
カ
ッ
ド
が
「
汚
い
」
方
法
で
金
の
鍛
冶
屋
が
愛
す
る
王
の
娘

を
罰
す
る
と
い
う
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
話
を
比
較
す
る
こ
と
で（
（1
（

、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
海
を
描
写
す
る
詩
と
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
時
代
の
特
徴
に
は

類
似
点
が
見
出
さ
れ
、
同
じ
海
の
世
界
が
描
か
れ
た
と
指
摘
す
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
類
似
点
か
ら
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
は
、
レ
ン
ミ
ン
カ

イ
ネ
ン
の
一
連
の
詩
が
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
時
代
に
す
で
に
創
造
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る（
（1
（

。
以
上
の
よ
う
に
、
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
は
カ
レ

ワ
ラ
叙
事
詩
が
キ
リ
ス
ト
教
到
来
以
前
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
す
な
わ

ち
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
時
代
に
お
い
て
す
で
に
創
造
さ
れ
た
独
自
の
文
化

で
あ
り
、
歴
史
的
証
拠
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。



－  56  －－  57  －

独
立
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
自
国
史
の
「
創
造
」（
石
野
）

（
二
）
従
来
の
歴
史
学
の
概
念
か
ら
独
自
の
概
念
へ

　
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
の
自
国
史
叙
述
で
次
に
特
徴
的
な
点
は
、
従
来
の
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
や
北
欧
の
歴
史
学
界
で
構
想
さ
れ
た
用
語
に
新
た
な
視

点
を
付
け
加
え
て
独
自
の
概
念
に
し
た
点
に
あ
る
。
代
表
的
な
概
念

と
し
て
、「
フ
ェ
ン
ノ
・
ス
カ
ン
デ
ィ
ア
」「
東
の
道
」「
東
と
西
の

間
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
以
下
に
概
略
で
あ
る
が
、

そ
の
概
念
を
記
す
。

「
フ
ェ
ン
ノ
・
ス
カ
ン
デ
ィ
ア
」

　
そ
も
そ
も
「
フ
ェ
ン
ノ
・
ス
カ
ン
デ
ィ
ア
」
は
、
一
八
九
八
年
に

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
地
理
学
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ
ム
ラ
ユ
が
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
コ
ラ
半
島
、
ロ
シ
ア
・

カ
レ
リ
ア
に
は
地
理
的
に
共
通
性
が
あ
る
と
し
て
用
い
た
地
理
学
上

の
概
念
で
あ
り（
（2
（

、
第
二
次
世
界
大
戦
後
も
長
ら
く
ラ
ジ
オ
の
天
気
予

報
な
ど
に
使
用
さ
れ
、一
般
的
に
も
使
わ
れ
て
い
た
用
語
で
も
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
用
語
は
、
歴
史
学
の
分
野
で
は
一
九
一
九
年
に
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
の
歴
史
学
者
ヴ
ァ
イ
ノ
・
ヴ
ォ
イ
オ
ン
マ
ー
が
す
で
に
使
用

し
て
お
り（
（2
（

、
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
が
独
自
に
生
み
出
し
た
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
は
「
フ
ェ
ン
ノ
・
ス
カ
ン
デ
ィ
ア
」
と
い
う

用
語
を
、
古
代
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
独
自
性
を
証
明
す
る
た
め
の
概
念

と
位
置
づ
け
、
さ
ら
に
は
古
代
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
ロ
シ
ア
・
カ
レ

リ
ア
及
び
コ
ラ
半
島
の
範
囲
に
ま
で
勢
力
を
及
ぼ
し
て
い
た
と
主
張

す
る
た
め
に
用
い
た
の
で
あ
る
。

『
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
史
の
概
説
』
の
第
一
章
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
歴

史
的
発
展
の
地
理
的
条
件
」
の
始
め
に
、
上
記
の
「
フ
ェ
ン
ノ
・
ス

カ
ン
デ
ィ
ア
」
の
地
図
が
掲
載
さ
れ
、
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
は
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
と
「
フ
ェ
ン
ノ
・
ス
カ
ン
デ
ィ
ア
」
の
関
係
に
つ
い
て
、
以
下
の

説
明
を
す
る
。「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
よ
う
に
民
族
と
文
化
の
誕
生
及

び
発
展
を
、
国
の
位
置
や
自
然
に
負
う
国
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
地
理

 
 （石野 2012、viii 頁より抜粋） 出典：石野、前掲書、viii。
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的
な
位
置
並
び
に
動
物
学
的
、
植
物
学
的
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
フ

ェ
ン
ノ
・
ス
カ
ン
デ
ィ
ア
に
属
す
る
。
フ
ェ
ン
ノ
・
ス
カ
ン
デ
ィ
ア

は
、
全
体
と
し
て
ラ
イ
オ
ン
の
よ
う
な
形
を
し
て
お
り
、
竜
骨
が
集

ま
っ
た
体
と
背
中
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
そ
し
て
爪
と

胸
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
あ
る
。
氷
河
期
時
代
の
終
わ
り
に
、
東
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
本
土
か
ら
分
れ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
東
側
は
地
理
的
な
つ

な
が
り
が
も
ろ
い
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
水
路
で
あ
る
ネ
ヴ
ァ
川
―
ラ

ド
ガ
湖
―
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
川
―
オ
ネ
ガ
湖
―
白
海
は
、
失
わ
れ
た
古
代

の
水
路
を
今
も
描
き
出
す
。
地
理
的
に
フ
ェ
ン
ノ
・
ス
カ
ン
デ
ィ
ア

は
、
独
自
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
像
を
描
く
。
そ
の
特
徴
も
ポ
ホ
ヨ
ラ
と
い

う
名
前
が
示
す
よ
う
に
明
ら
か
で
あ
る
。
フ
ェ
ン
ノ
・
ス
カ
ン
デ
ィ

ア
は
地
理
的
に
厳
密
で
は
な
い
が
、
文
化
的
に
は
デ
ン
マ
ー
ク
、
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
と
は
区
別
さ
れ
る（
（2
（

。」

以
上
の
よ
う
に
、
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
は
「
フ
ェ
ン
ノ
・
ス
カ
ン
デ
ィ
ア
」

を
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
規
定
し
、「
フ

ェ
ン
ノ
・
ス
カ
ン
デ
ィ
ア
」
と
い
う
地
域
に
お
け
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
勢
力
範
囲
を
ロ
シ
ア
・
カ
レ
リ
ア
、
コ
ラ
半
島
ま
で
含
め
て
想
定

し
た
の
で
あ
る
。

「
東
の
道
」

次
に
取
り
上
げ
る
の
は
、「
東
の
道
」
で
あ
る
。
こ
の
概
念
自
体

は
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
自
ら
が
著
書
で
指
摘
す
る
よ
う
に
北
欧
の
歴
史
学
界

で
使
用
さ
れ
て
き
た
用
語
で
あ
り
、
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
が
初
め
て
提
唱
し

た
も
の
で
は
な
い（
（2
（

。
し
か
し
、
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
は
、
人
々
の
移
動
経
路

と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
「
東
の
道
」
を
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
民
族
の

起
源
に
つ
な
げ
、
さ
ら
に
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
独
自
性
の
発
展
に
つ

な
げ
て
考
察
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
解
釈
を
加
え
た
。

『
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
史
の
概
説
』
で
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
民
族
と
海
の

道
と
の
関
係
を
指
摘
し
た
箇
所
を
以
下
に
引
用
し
た
い
。

ゲ
ル
マ
ン
民
族
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
支
配
し
た
時
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
民
族
は
海
を
通
っ
て
西
側
か
ら
移
動
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
民
族
と
そ
の
文
化
は
、
こ
れ
ま
で

通
常
想
定
さ
れ
て
い
た
の
と
は
反
対
に
南
と
西
か
ら
来
た
海

風
の
下
で
成
長
し
、
発
展
し
た
の
で
あ
る
。
海
の
つ
な
が
り
と

と
も
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
地
理
的
特
徴
と
交
通
手
段
は
、
決

定
的
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
民
族
と
そ
の
文
化
の
誕
生
に
影
響
を

与
え
た
の
で
あ
っ
た（
（2
（

。

　
以
上
の
よ
う
に
、
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
は
「
東
の
道
」
を
通
っ
て
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
民
族
が
到
来
し
た
と
い
う
説
を
提
唱
す
る
。
ま
た
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
に
は
数
多
く
の
水
路
が
存
在
し
た
た
め
、
豊
か
で
多
方
向
の

交
通
路
が
形
成
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
水
路
は
ボ
ス
ニ
ア
湾
と
白
海
の

間
の
つ
な
が
り
を
形
成
し
た
と
す
る（
（2
（

。

　
さ
ら
に
、ヤ
ー
ッ
コ
ラ
は
「
東
の
道
」
に
新
た
な
解
釈
を
加
え
る
。
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そ
の
一
つ
は
「
東
の
道
」
が
海
の
道
だ
け
で
は
な
く
、
陸
に
上
が
り

カ
レ
リ
ア
ま
で
延
長
し
た
道
と
み
な
す
解
釈
で
あ
る
。
同
書
に
よ
る

と
、
そ
れ
以
前
に
外
国
に
征
服
さ
れ
た
経
験
が
な
い
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

は
、
緊
密
に
そ
し
て
整
然
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
及
び
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ

ア
に
「
合
流
」
し
た
。
そ
し
て
、「
東
」
と
「
西
」
の
間
の
貿
易
幹

線
が
、
今
ま
で
前
例
が
な
い
よ
う
な
繁
栄
を
得
て
そ
の
地
域
に
出
現

し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
新
し
い
幹
線
は
カ
レ
リ
ア
ま
で
延
び
、
西
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
―
ハ
メ
―
カ
レ
リ
ア
と
い
う
道
が
形
成
さ
れ
た
と
す

る（
（2
（

。ヤ
ー
ッ
コ
ラ
は
、
古
代
に
お
け
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
民
族
の
独
自
性

と
い
う
解
釈
を
も
加
え
る
。
例
え
ば
、「
東
の
道
」
に
言
及
す
る
前

の
章
で
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
は
、
水
路
が
多
い
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
特
徴
を
以

下
の
よ
う
に
表
現
す
る
。

　
　
こ
の
よ
う
な
地
理
的
条
件
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
東
・
中
央
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
、
バ
ル
ト
諸
国
の
よ
う
に
他
の
国
に
結
合
し
た
り
、

社
会
生
活
を
閉
鎖
さ
れ
た
り
す
る
可
能
性
が
一
度
も
な
か
っ

た
こ
と
を
示
す
。
反
対
に
、
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
に
移
住

し
た
多
く
の
共
同
体
の
よ
う
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
共
同
体

が
初
め
か
ら
自
由
で
あ
り
、
順
応
性
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る（
（2
（

。

以
上
の
よ
う
に
、
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
は
「
東
の
道
」
を
通
っ
て
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
人
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
か
ら
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
辿
り
つ
い
た

と
い
う
説
を
唱
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
か
ら
派
生

し
た
ハ
メ
人
が
カ
レ
リ
ア
ま
で
伸
び
た
「
東
の
道
」
を
通
っ
て
ラ
ド

ガ
湖
西
北
に
移
住
し
、
こ
れ
に
東
か
ら
原
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
が
加
わ

っ
て
カ
レ
リ
ア
人
が
形
成
さ
れ
た
と
主
張
す
る
。
さ
ら
に
は
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
民
族
の
独
自
性
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
共
同
体
の
先
進
性
を

強
調
す
る（
（2
（

。
す
な
わ
ち
、
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
は
「
東
の
道
」
と
い
う
概
念

を
用
い
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
民
族
の
起
源
を
主
張
し
た
だ
け
で
は
な
く
、

こ
の
道
を
通
っ
て
カ
レ
リ
ア
人
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
か
ら
派
生
し
た

民
族
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

「
東
と
西
の
間
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」

最
後
に
取
り
上
げ
る
の
は
、「
東
」
と
「
西
」
の
間
の
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
と
い
う
概
念
で
あ
る
。「
東
の
道
」
と
同
様
に
「
東
と
西
の
間

の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
と
い
う
概
念
自
体
も
当
時
か
ら
特
に
珍
し
い
も

の
で
は
な
く
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
独
立
以
前
よ
り
使
用
さ
れ
て
お
り
、

冷
戦
期
に
お
い
て
も
政
治
家
な
ど
が
使
用
し
て
き
た
概
念
で
あ
り
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
歴
史
学
界
は
も
と
よ
り
一
般
的
に
も
使
用
さ
れ
て

き
た
用
語
で
も
あ
る
が
、「
東
」
と
「
西
」
が
何
を
指
す
の
か
は
そ

れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
。

ヤ
ー
ッ
コ
ラ
に
と
っ
て
、「
西
」
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
だ
け
で
は
な

く
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
を
意
味
し
、歴
史
的
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
「
野
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蛮
な
東
」、す
な
わ
ち
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド（
ロ
シ
ア
）か
ら
の
脅
威
か
ら「
西
」

を
軍
事
的
に
も
文
化
的
に
も
防
衛
し
て
き
た
前
哨
地
で
あ
る
こ
と
を

こ
の
概
念
を
用
い
て
強
調
す
る
。

そ
の
際
、
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
最
古
の
国
境
線
に
つ
い
て

自
説
を
展
開
す
る
が
、
す
で
に
研
究
初
期
の
一
九
二
六
年
の
『
史
学

雑
誌
』
に
発
表
し
た
「
我
々
国
家
の
最
古
の
国
境
線
に
つ
い
て
」
で

以
下
の
よ
う
に
明
確
に
主
張
す
る
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
東
側
及
び
西
側
の
境
界
線
は
、
東
洋
と
西
洋

の
文
化
圏
が
ぶ
つ
か
る
場
所
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
最
古
の
国
境
線
の
問
題
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
史
の
一
部

で
あ
り
、
歴
史
的
な
重
要
性
が
存
在
す
る
。
従
来
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
）
と
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
（
ロ
シ
ア
）
と
の
間

の
国
境
線
は
、
一
三
二
三
年
の
パ
ハ
キ
ナ
サ
ー
リ
条
約
に
よ
っ

て
初
め
て
形
成
さ
れ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お

い
て
も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
起
源
と
す
る
見
方
か
、
ト
ゥ
ル
ク

中
心
の
見
方
、
す
な
わ
ち
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
起
源
と
す
る
見

解
が
な
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
見
方
で
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
最
古

の
国
境
線
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
「
征
服
」
に
続
い
た
も
の
と
自

動
的
に
み
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
我
々
の
国
家
は
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
が
見
な
し
た
よ
う
な
、「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
征
服
」
も

し
く
は
、
キ
リ
ス
ト
教
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た

古
代
地
域
で
は
な
い
。
パ
ハ
キ
ナ
サ
ー
リ
条
約
以
前
に
、
す
で

に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
サ
タ
ク
ン
タ
、
ハ
メ
と
い
っ
た
「
国く

に

（m
aakunta

）」
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
勢
力
範
囲
が
存
在

し
た
。
例
え
ば
、
古
代
ハ
メ
は
、
始
め
西
に
居
住
地
を
得
た
が
、

南
や
東
へ
徐
々
に
勢
力
を
広
げ
て
い
っ
た
。
ハ
メ
と
西
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
へ
の
有
機
的
連
携
が
起
こ
っ
た
こ
と
で
、
古
い
ハ
メ
と

カ
レ
リ
ア
の
間
の
境
界
線
が
「
ロ
シ
ア
の
境
界
線
」
と
さ
れ
た
。

そ
の
よ
う
な
経
緯
は
、
パ
ハ
キ
ナ
サ
ー
リ
条
約
の
国
境
線
上
の

地
域
名
を
詳
細
に
研
究
し
た
結
果
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ

え
、
一
三
二
三
年
の
パ
ハ
キ
ナ
サ
ー
リ
条
約
で
公
的
に
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
間
の
国
境
線
が
定

め
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
に
も
文
献
に
は
残
っ

て
い
な
い
国
境
線
が
存
在
し
た
の
で
あ
っ
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

最
古
の
国
境
線
は
、
ハ
リ
ッ
コ
湾
か
ら
ハ
メ
地
方
の
リ
ロ
ン
キ

ヴ
ィ
を
通
っ
て
、
ボ
ス
ニ
ア
湾
の
リ
ュ
ッ
サ
ロ
ン
ま
で
の
線
を

描
き
、
次
に
、
フ
ィ
ン
人
が
ハ
メ
人
を
征
服
す
る
段
階
で
境
界

線
が
東
側
へ
移
動
し
た
。
こ
の
西
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
へ
の
ハ
メ
の

融
合
は
一
〇
〇
年
か
か
っ
た
。
そ
し
て
、
東
と
西
の
間
で
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
が
繁
栄
し
た
の
で
あ
っ
た
。
他
に
も
勢
力
圏
の
境
界

（intressiraja

）
は
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
最
古
の
国

境
線
か
ら
考
察
す
る
と
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
独
自
の
国
家
形
態

を
す
で
に
有
し
た
の
で
あ
る（
（2
（

。〔
括
弧
―
筆
者
〕

ヤ
ー
ッ
コ
ラ
が
一
九
三
三
年
に
行
っ
た
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
史
学



－  60  －－  61  －

独
立
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
自
国
史
の
「
創
造
」（
石
野
）

科
教
授
就
任
講
演
に
お
い
て
も
、
上
記
と
同
様
の
説
を
展
開
し
、
さ

ら
に
パ
ハ
キ
ナ
サ
ー
リ
条
約
の
三
年
後
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
が
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
条
約
を
締
結
し
た
こ
と
で
一
種
の
連
帯
が

生
ま
れ
た
が
、
そ
の
連
帯
は
後
の
「
フ
ェ
ン
ノ
・
ス
カ
ン
デ
ィ
ア
」

の
東
方
政
策
に
続
く
も
の
で
あ
っ
た
と
主
張
す
る（
（3
（

。
さ
ら
に
「
フ
ェ

ン
ノ
・
ス
カ
ン
デ
ィ
ア
」
の
解
釈
で
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
ヤ
ー
ッ
コ

ラ
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
対
等
な
立
場
に
位
置
づ
け

る
。
す
な
わ
ち
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
統
治
さ
れ
る

以
前
に
す
で
に
独
自
の
政
治
権
力
形
態
を
有
し
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と

「
共
」
に
東
の
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
に
対
し
て
戦
い
を
繰
り
広
げ
、
国
境
線

を
形
成
し
た
と
見
な
す
の
で
あ
る（
（3
（

。
以
上
の
よ
う
な
主
張
は
、『
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
史
の
概
説
』
に
も
反
映
さ
れ
て
お
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
統
治
下
に
入
る
以
前
に
す
で
に
独
自
の
政
治
権
力

形
態
を
有
し
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
統
治
時
代
も
独
自
性
を
保
ち
続
け
た

こ
と
を
一
貫
し
て
主
張
す
る（
（3
（

。

以
上
の
よ
う
な
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
の
歴
史
観
は
、
か
つ
て
の
宗
主
国
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ロ
シ
ア
と
は
異
な
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
独
自
性
を
主

張
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
独
立
以
降
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
歴
史
学
界

で
取
り
上
げ
ら
れ
、
議
論
さ
れ
た
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド( Ruotsi-Suom
i)

」
と
い
う
概
念（
（3
（

、
す
な
わ
ち
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
統
治
時
代
に
お
い
て
す
で
に
独
自
の
国
家
的
形
態

を
有
し
て
い
た
と
い
う
主
張
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

ヤ
ー
ッ
コ
ラ
の
自
国
史
像
は
、
当
時
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
歴
史
学
界

の
潮
流
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
方
で
、
こ
れ

ま
で
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
統
治
時
代
以

前
の
「
前
史
」
で
あ
っ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
古
代
史
に
注
目
し
、
こ
の

時
代
こ
そ
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
原
点
で
あ
る
と
い
う
主
張
に
、
他
の

歴
史
学
者
と
は
異
な
る
点
が
見
出
せ
る
。
ま
た
、
そ
の
主
張
は
、
カ

レ
ワ
ラ
叙
事
詩
を
歴
史
史
料
と
し
て
解
釈
す
る
上
で
成
り
立
っ
て
い

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ヤ
ー
ッ
コ
ラ
の
自
国
史
像
が
生
み
出
さ
れ
た
背
景

以
上
の
よ
う
な
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
の
自
国
史
に
投
影
さ
れ
た
歴
史
観

は
、
独
立
以
降
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
歴
史
学
界
の
変
化
を
背
景
に
生

み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

六
世
紀
も
の
長
き
に
渡
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
統
治
の
影
響
で
、
ロ
シ

ア
統
治
後
も
住
民
の
ほ
と
ん
ど
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
を
母
語
と
し
て

い
る
状
況
下
、
エ
リ
ー
ト
層
は
も
っ
ぱ
ら
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
系
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
人
が
占
め
て
お
り
、
彼
ら
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
史
叙
述
を
担

っ
て
き
た
。
彼
ら
は
当
然
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
本
国
の
歴
史
学
者
の
研

究
書
、
あ
る
い
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
介
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
研

究
か
ら
学
ぶ
こ
と
に
な
り
、
必
然
的
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
史
も
そ
れ
ら

か
ら
知
識
を
得
た
。
一
九
世
紀
後
半
に
入
る
と
、
こ
れ
ま
で
ラ
テ
ン
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語
も
し
く
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
で
行
わ
れ
て
い
た
授
業
に
加
え
て
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
で
の
授
業
が
神
学
部
を
皮
切
り
に
開
始
さ
れ
た（
（3
（

。

こ
の
こ
と
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
を
母
語
と
す
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人

が
大
学
に
進
学
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
背
景
が
あ
り
、
換
言
す

る
と
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
を
母
語
と
す
る
エ
リ
ー
ト
層
が
大
学
で
育

成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
独
立
以
降
、
教
授
職
等
の
教
育
職
に
就
く

者
が
輩
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
は
、
サ
タ
ク
ン
タ

地
方
の
豪
農
の
息
子
で
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
を
母
語
と
す
る
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
人
で
あ
り
、
ま
さ
に
大
学
に
お
け
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
系
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
人
知
識
人
が
台
頭
し
た
時
期
と
重
な
る
。
ヤ
ー
ッ
コ
ラ

が
大
学
生
だ
っ
た
時
期
に
お
い
て
も
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
歴
史
学
者

が
描
く
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
像
は
「
ア
ジ
ア
起
源
」
説
が
多
く
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
人
は
「
劣
っ
た
ア
ジ
ア
」
起
源
で
、「
樺
皮
文
化
」
と
揶

揄
さ
れ
る
よ
う
な
原
始
的
な
文
化
し
か
有
し
て
い
な
い
民
族
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
た（
（3
（

。
ま
た
、
当
時
大
学
で
使
用
さ
れ
て
い
た
歴
史
教
科

書
も
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
扱
い
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
史
の
一
部
に
し
か

す
ぎ
ず
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
独
自
性
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
稀
で
あ

っ
た
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
さ

ら
に
は
狭
い
意
味
で
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
系
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
の
ア

カ
デ
ミ
ズ
ム
支
配
か
ら
の
脱
却
を
図
っ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
系
知
識

人
の
一
人
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
自
国
史
が
求
め
ら
れ
て
い
た
社
会
的
背
景
は
、
独
立
と

い
う
契
機
だ
け
で
は
な
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は

一
九
一
七
年
一
二
月
六
日
に
独
立
を
宣
言
し
、
共
和
国
と
し
て
成
立

し
た
。
し
か
し
、
翌
年
の
一
九
一
八
年
一
月
に
独
立
し
た
て
の
国
が

二
分
し
た
内
戦
が
勃
発
し
た
。
既
存
の
権
力
層
を
中
心
と
し
た
白
衞

隊
と
共
産
主
義
を
主
張
す
る
赤
衞
隊
と
の
戦
い
は
半
年
弱
で
決
着
が

つ
い
た
も
の
の
、
死
者
が
五
万
人
以
上
に
の
ぼ
る
な
ど
大
き
な
傷
跡

と
し
て
残
っ
た（
（3
（

。
そ
れ
ゆ
え
、独
立
し
た
て
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、

内
戦
で
二
分
さ
れ
た
国
内
を
ど
の
よ
う
に
統
合
し
て
い
く
の
か
が
最

優
先
の
政
治
課
題
と
な
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
国
民
が
共
有
で
き

る
自
国
史
が
一
層
求
め
ら
れ
て
い
た
背
景
が
存
在
し
て
お
り
、
ヤ
ー

ッ
コ
ラ
が
描
い
た
自
国
史
像
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
社
会
環
境
に
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

上
記
の
学
術
的
背
景
お
よ
び
社
会
的
背
景
に
加
え
て
、
政
治
的
な

動
向
も
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
の
自
国
史
像
が
誕
生
し
、
支
持
さ
れ
た
背
景
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
思
想
の
政
治

化
で
あ
る
。

「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
思
想
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
一
部
の
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
人
知
識
人
の
カ
レ
リ
ア
人
へ
の
「
近
親
民
族
」
意
識
か
ら

発
生
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
独
立
が
射
程
に
入
っ
た

二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
、
政
治
的
色
彩
を
帯
び
る
よ
う
に
な
り
、
カ
レ

リ
ア
人
が
主
に
居
住
さ
れ
た
と
す
る
ロ
シ
ア
・
カ
レ
リ
ア
を
含
め
た

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
独
立
が
一
部
の
活
動
家
や
政
治
家
に
よ
っ
て
構
想
さ
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れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
思
想
の

政
治
化
は
、
内
戦
時
に
は
白
衞
隊
側
の
「
東
カ
レ
リ
ア
」
遠
征
に
よ

っ
て
軍
事
的
に
実
現
が
試
み
ら
れ
た
。
こ
の
試
み
は
失
敗
に
終
わ
っ

た
が
、「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
思
想
は
消
滅
す
る
こ
と
は
な
く
、
両

大
戦
間
期
に
は
学
生
団
体
等
の
間
で
引
き
継
が
れ
、「
大
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
」
の
実
現
に
向
け
た
活
動
が
展
開
さ
れ
た（
（3
（

。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
政
府
は
、
こ
の
よ
う
な
活
動
に
対
し
て
冷
静
な
対

応
を
と
っ
て
い
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
期
に
勃
発
し
た
対
ソ
戦
争

が
引
き
金
と
な
り
、「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
思
想
が
再
び
政
治
色
を

帯
び
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
九
三
九
年
一
一
月
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
ソ
連
の
間
で
勃
発
し

た
第
一
次
対
ソ
戦
争
で
あ
る
「
冬
戦
争
」
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
敗

北
に
終
わ
り
、
一
九
四
〇
年
三
月
に
休
戦
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。
同

条
約
で
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
カ
レ
リ
ア
地
峡
を
始
め
と
す
る
領
土
の

一
〇
分
の
一
を
ソ
連
に
割
譲
し
た
。
つ
ま
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
自

国
領
カ
レ
リ
ア
地
域
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。

『
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
史
の
概
説
』
が
出
版
さ
れ
た
一
九
四
〇
年
は
、

ま
さ
に
「
冬
戦
争
」
が
終
結
し
た
時
期
で
あ
り
、
戦
争
に
負
け
、
自

国
領
カ
レ
リ
ア
を
失
っ
た
喪
失
感
を
抱
い
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
に
と

っ
て
、
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
が
描
い
た
自
国
史
像
は
歓
迎
さ
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
自
身
、
冬
戦
争
時
に
、
だ
れ
も
が
認
め
る
よ
う

な
祖
国
の
歴
史
学
説
が
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
、
同
書
を
執
筆

し
た
と
序
文
で
述
べ
て
い
る（
（3
（

。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
統
治
時
代
以
前
の
時
代
に
あ
た
る
八
〇
〇
〜

一
一
〇
〇
年
に
、
ロ
シ
ア
・
カ
レ
リ
ア
お
よ
び
コ
ラ
半
島
を
勢
力
範

囲
に
含
む
「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
の
存
在
が
主
張
し
た
同
書
は
、「
大

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
思
想
の
歴
史
的
正
統
性
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。同

書
は
、
あ
く
ま
で
自
国
史
と
し
て
発
表
さ
れ
、
流
通
し
た
が
、

同
書
を
土
台
と
し
た
政
治
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
本
が
一
九
四
一
年
に
出

版
さ
れ
た
。
同
書
に
目
を
つ
け
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
政
府
が
ヤ
ー
ッ
コ

ラ
に
対
し
て
、「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
実
現
の
た
め
の
根
拠
と
な
る

覚
書
執
筆
を
依
頼
し
た
の
で
あ
る
。
一
九
四
一
年
六
月
一
二
日
に
完

成
し
た
覚
書
「
東
カ
レ
リ
ア
と
コ
ラ
半
島
問
題
」
は
、
ド
イ
ツ
語
に

翻
訳
さ
れ
、
ド
イ
ツ
政
府
関
係
者
へ
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
資
料
と
し
て

利
用
さ
れ
、
さ
ら
に
は
『
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
東
方
問
題
』
と
題
名
を

変
更
し
、
内
容
も
一
部
変
更
し
た
も
の
が
、
一
九
四
一
年
に
市
販
さ

れ
た
。
同
書
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
版
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
版
だ
け

で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
語
版
、
英
語
版
、
フ
ラ
ン
ス
語
版
も
作
成
さ
れ

た
。
同
書
は
、「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
実
現
の
た
め
に
書
か
れ
た
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
本
で
あ
り
、
い
か
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
ロ
シ
ア
・
カ
レ

リ
ア
を
獲
得
す
る
正
統
性
が
あ
る
の
か
が
主
張
さ
れ
た
内
容
で
あ
っ

た
が
、
歴
史
的
記
述
に
関
し
て
は
一
九
四
〇
年
の
『
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

史
の
概
説
』
の
内
容
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
が
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描
い
た
自
国
史
像
は
、
政
治
的
色
彩
を
帯
び
た
形
で
世
界
に
喧
伝
す

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る（
（3
（

。

終
わ
り
に

ヤ
ー
ッ
コ
ラ
が
描
い
た
自
国
史
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
ロ
シ
ア
史

の
一
部
、
あ
る
い
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
史
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
否
定

し
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
独
自
の
歴
史
が
存
在
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
統
治
時
代
以
前
か
ら
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
が
、「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
の
領
域
、
す
な
わ
ち
ロ
シ
ア
・

カ
レ
リ
ア
お
よ
び
コ
ラ
半
島
一
帯
ま
で
の
領
域
を
有
し
て
い
た
こ
と

を
証
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。こ
の
よ
う
な
自
国
史
は
、

こ
れ
ま
で
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
学
問
潮
流
か
ら
は
大
き
く
逸
脱
し
た

も
の
で
は
な
い
が
、
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
独
自
の
解
釈
に
よ
っ
て
、
独
立
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
い
て
歓
迎
さ
れ
る
要
素
が
多
数
含
ま
れ
る
も
の
と

な
っ
た
。
つ
ま
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
一
九
一
七
年
に
独
立
を
果
た

し
た
新
興
諸
国
で
あ
る
が
、
過
去
、
す
な
わ
ち
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
統
治

時
代
以
前
の
遥
か
以
前
に
す
で
に
独
立
形
態
を
有
し
て
い
た
と
す
る

国
家
で
も
あ
る
と
い
う
要
素
で
、
い
わ
ば
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
歴
史
的

正
統
性
を
証
明
す
る
要
素
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
が
描
い

た
自
国
史
は
、
カ
レ
ワ
ラ
叙
事
詩
と
い
う
神
話
的
要
素
抜
き
で
は
語

る
こ
と
が
で
き
な
い
点
が
大
き
な
特
徴
で
あ
っ
た
。
カ
レ
ワ
ラ
叙
事

詩
の
史
実
化
が
土
台
と
な
っ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
古
代
史
の
存
在
こ
そ

が
、
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
の
自
国
史
の
核
で
あ
っ
た
が
、
言
い
換
え
る
と
、

そ
こ
に
し
か
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
も
な
く
、
ロ
シ
ア
で
も
な
い
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
独
自
性
が
見
出
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ヤ
ー
ッ
コ
ラ
の
自
国
史
像
は
「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
思
想
と
重
な

る
も
の
で
あ
り
、「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」実
現
を
目
指
し
た
政
治
活
動
、

さ
ら
に
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
軍
部
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
活
動
に
も
用
い
ら

れ
る
に
至
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
、
独
立
時
に
画
定
さ
れ
た
境
界
線
の

引
き
直
し
と
民
族
概
念
の
問
い
直
し
と
い
う
独
立
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が

抱
え
て
い
た
課
題
が
見
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

東
欧
と
呼
ば
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
の
新
興
国
家
で
も
同
様
の

思
想
が
発
生
し
た
よ
う
に
、「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
思
想
の
よ
う
な

膨
張
論
は
、
両
大
戦
間
期
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
思
想
潮
流
と
関

連
性
が
見
出
さ
れ
る
が
、
他
国
と
異
な
り
、
な
ぜ
両
大
戦
間
期
の
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
い
て
「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
思
想
が
社
会
に
浸
透

し
、
あ
ら
ゆ
る
階
層
を
巻
き
込
ん
だ
形
で
運
動
化
し
て
い
っ
た
の
か

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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註（1
）
な
お
、
本
稿
は
、
二
〇
一
一
年
三
月
に
津
田
塾
大
学
に
提
出
し
た

博
士
論
文
（「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
叙
事
詩
カ
レ
ワ
ラ
研
究
と
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
の
国
民
国
家
形
成
」）
を
基
に
し
た
拙
著
『「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」

思
想
の
誕
生
と
変
遷
―
―
叙
事
詩
カ
レ
ワ
ラ
と
知
識
人
』
岩
波
書
店
、

二
〇
一
二
年
を
土
台
と
し
て
、
自
国
史
の
「
創
造
」
に
焦
点
を
当
て

て
再
構
成
し
、
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

（
2
）
一
八
六
〇
年
初
頭
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
の
前
身
で
あ
る
帝
政
ア
レ

ク
サ
ン
ド
ル
大
学
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
北
欧
・
ロ
シ
ア
史
の
三
講

座
が
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
独
立
後
の
一
九
二
四
年
に
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
・
北
欧
史
と
い
う
講
座
名
と
な
り
、
ロ
シ
ア
史
が
抜
け
落
ち
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
史
は
北
欧
史
の
一
環
で
教
え
ら
れ
て
い
た
。Päiviö 

Tom
m

ila, Suom
en historiankirjoitus: Tutkim

uksen historia , 
Porvoo: W

SO
Y, 1989, s. 179.

（
3
）
特
に
、
両
大
戦
間
期
に
お
け
る
歴
史
学
、
特
に
自
国
史
の
叙
述

と
「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
思
想
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
言
及
さ
れ
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
一
九
七
六
年
に
ア
メ
リ
カ
の
民
俗
学

者
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
A
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
思
想

が
自
国
史
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
の
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
追
随
す
る
よ
う
な
研
究
は
登
場
し
な
か
っ
た
。

二
〇
〇
七
年
に
入
っ
て
、
歴
史
学
者
オ
シ
モ
・
ユ
ッ
シ
ラ
が
『
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
史
の
大
き
な
神
話
』
と
題
し
た
著
書
で
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

史
叙
述
の
「
神
話
」
を
取
り
上
げ
、
両
大
戦
間
期
に
お
け
る
自
国
史

と
そ
れ
以
前
の
歴
史
叙
述
と
の
連
続
性
を
指
摘
し
た
が
、
ヤ
ー
ッ
コ

ラ
の
自
国
史
叙
述
を
相
対
的
に
取
り
上
げ
た
研
究
は
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
な
い
。W

illiam
 A. W

illiam
, Folklore and N

ationalism
 

in M
odern Finland , B

loom
ington: Indiana U

niversity 
Press, 1976; O

sm
o Jussila, Suom

en historian suuret m
yy-

tit , H
elsinki: W

SO
Y, 2007.

（
4
）V

ilho N
iiteem

aa, “Jalm
ari Jaakkola”, H

istoriallinen 
Aikakauskirja , 1964, s. 3.

（
5
）Päiviö Tom

m
ila and Aura K

orppi-Tom
m

ola eds., R
esearch 

in Finland: A
 H

istory , H
elsinki: H

elsinki U
niversity 

Press and the Federation of Finnish Learned Societies, 
2006, p. 49.

（
6
）SK

S pöytäkirjat v.1923-1924, 6032 C
88.

（
7
）Jalm

ari Jaakkola, ,Suom
en varhaishistoria: H

eim
okau-

si ja «K
alevalakulttuuri» , Porvoo: W

SO
Y, 1935. 

ヤ
ー
ッ
コ

ラ
は
同
書
以
降
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
史
叢
書
と
し
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
中

世
史
に
関
し
て
、
以
下
の
四
冊
を
出
版
す
る
。Jaakkola, Suom

en 
varhaiskeskiaika: K

ristillisen Suom
en synty, SH

S: H
el-

sinki, 1938; Jaakkola, Suom
en sydänkeskiaika: Itäm

aan 
synty ja vakiintum

inen,  Porvoo: W
SO

Y, 1944; Jaakkola, 
Suom

en m
yöhaiskeskiaika I: U

nionin alkukausi,  Porvoo: 
W

SO
Y

, 1950; Jaakkola, Suom
en m

yöhaiskeskiaika II , 
Porvoo: W

SO
Y, 1959.

（
8
）Jalm

ari Jaakkola, Suom
en historian ääriviivat,  Porvoo: 

W
SO

Y, 1940, s. 38-57.
（
9
）Ibid ., s. 43-44.

（
10
）Ibid ., s. 44.

（
11
）Ibid ., s. 45-46.

（
12
）
現
在
の
サ
タ
ク
ン
タ
東
部
の
地
域
を
指
す
。

（
13
）Ibid ., s. 46.

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
農
産
物
は
当
時
の
世
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界
経
済
に
と
っ
て
は
重
要
な
意
味
を
持
た
ず
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
内
部

の
み
に
そ
の
影
響
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
も
指
摘
す
る
。

（
14
）
サ
タ
ク
ン
タ
と
西
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
都
市
ピ
ル
ッ
カ
ラ
の
間
を
流

れ
る
川
を
指
す
。

（
15
）Ibid .

（
16
）Ibid ., s. 47-48.

（
17
）Ibid ., s. 48-49.
　
ヤ
ー
ッ
コ
ラ
は
異
教
時
代
を
八
〇
〇
年
か
ら

一
一
〇
〇
年
代
と
定
義
し
た
の
で
、
こ
の
「
キ
リ
ス
ト
教
時
代
」
と

は
一
二
〇
〇
年
代
以
降
を
指
す
と
推
測
で
き
る
。

（
18
）
カ
レ
ワ
ラ
に
は
「
宇
宙
」
鍛
冶
屋
イ
ル
マ
リ
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